
を
経
由
せ
ず
に
徳
佐
田
区
に
抜
け
る
生
活
道

路
が
あ
っ
た
。生
活
道
路
、渋
滞
の
対
策
は
。

　
建
設
部
長
　
　
棚
原
地
区
か
ら
坂
田
交
差

点
を
経
由
せ
ず
に
西
地
区
内
を
通
っ
て
、
徳

佐
田
地
区
に
抜
け
る
道
路
に
つ
い
て
、西
地
区

内
の
高
低
差
や
坂
田
交
差
点
と
の
取
付
け
距

離
及
び
計
画
道
路
の
整
備
等
も
含
め
、
令
和

5
年
度
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。現
在

は
、徳
佐
田
地
区
か
ら
西
高
を
通
っ
て
、県
道

精
神
疾
患
で
休
職
す
る
県
内
教
員
が

過
去
最
多
の
1
9
9
人
。働
き
方
改
革

は
急
務
だ
。新
年
度
の
取
組
み
は
。

　
教
育
部
長
　
　
県
の
教
職
員
働
き
方
改
革

プ
ラ
ン
・
4
つ
の
方
針
に
取
り
組
む
。特
に

学
校
運
営
体
制
の
改
善
で
実
態
調
査
の
継
続

が
必
要
。12
月
議
会
で
指
摘
さ
れ
た
出
退
勤

の
過
小
申
告
や
自
宅
業
務
な
ど
勤
務
実
態
を

適
切
に
把
握
し
改
善
に
努
め
た
い
。

やま しろ かつ たか

山城 勝貴 議員

い じゅ さとる

伊集　悟 議員

こ
れ
で
十
分
と
の
認
識
か
。日
々
頑

張
っ
て
い
る
司
書
や
図
書
委
員
、読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
士
気
を
下
げ
か

ね
な
い
。

　
教
育
長
　
　
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

今
改
め
て
認
識
し
て
い
る
。司
書
や
図
書
委

員
が
頑
張
っ
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

図
書
費
増
額
、
復
活
に
向
け
て
、
調
整
を
図

り
、改
善
に
取
組
み
た
い
。

○
生
徒
指
導
提
要（
改
訂
版
）の
活
用

○
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
課
題

そ
の
他
の
質
問

○
安
全
で
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

○
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
、
市
街
化
区
域
の
拡
大

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

■
学
校
図
書
費
6
年
目
も
半
減
。中
頭
地

区
で
最
下
位
の
ま
ま
で
い
い
の
か
？

本
来
廃
棄
す
べ
き
本
、古
い
辞
典
等
の

更
新
も
で
き
な
い
。児
童
生
徒
一
人
あ

た
り
の
図
書
購
入
費
が
中
頭
地
区
で
最
下
位

の
状
況
に
あ
る
が
教
育
長
は
承
知
か
。

　
教
育
長
　
　
認
識
は
な
く
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
。

や び く みつる

屋比久 満 議員

■
施
政
方
針
関
連
を
質
す

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
状
況
を
聞
く
。

　
町
長
　
　
県
か
ら
多
額
の
予
算
配
分
を
獲

得
し
、
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の
懸
念
事
項
で

あ
っ
た
大
型
店
舗
の
移
転
を
実
現
し
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
。ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大

の
取
組
み
も
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

■
施
設
管
理
を
質
す

西
原
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
停
電
に
つ

い
て
聞
く
。

　
建
設
部
長
　
　
停
電
の
原
因
は
、
送
電
設

備
の
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
が
焼
け
焦
げ
る
状
況
が

発
生
し
、
送
電
設
備
の
老
朽
化
や
高
圧
ケ
ー

ブ
ル
の
機
材
調
達
に
半
年
間
要
す
る
等
長
期

間
の
停
電
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
別
の

配
電
施
工
方
法
も
検
討
し
、
一
日
で
も
早
い

復
旧
に
努
め
た
い
。

■
農
地
下
限
面
積
撤
廃
を
質
す
。

西
原
町
の
下
限
面
積
は
30
ア
ー
ル
だ

が
撤
廃
さ
れ
る
と
、ど
う
変
わ
る
の
か

聞
く
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
　
相
談
者
、
申

請
者
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

東
崎
か
ら
国
道
3
2
9
号
の
信
号
機

に
向
け
て
町
道
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
横

切
る
為
、
危
険
だ
と
地
域
住
民
か
ら
安
全
対

策
の
要
望
が
あ
る

　
建
設
部
長
　
　
当
該
道
路
は
通
学
路
で
あ

り
歩
道
が
な
く
危
険
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
町
道
側
に「
路
面
標
示
ひ
し
形
」

の
設
置
が
で
き
な
い
か
浦
添
警
察
署
へ
要
請

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

平
和
実
現
の
た
め
の
、こ
れ
ま
で
の
成

果
や
実
施
状
況
を
聞
く
。

　
町
長
　
　
西
原
町
平
和
条
例
を
踏
ま
え
、毎

年
6
月
を
西
原
町
平
和
月
間
と
位
置
付
け
て

い
る
。本
土
復
帰
50
周
年
記
念
事
業
で
、
海
勢

頭
豊
氏
の
月
桃
歌
碑
建
立
事
業
を
坂
田
ハ
イ

ツ
自
治
会
の
実
行
委
員
会
と
取
組
み
平
和
事

業
の
推
進
を
図
っ
た
。今
年
で
戦
後
78
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、戦
争
体
験
者
の
減
少
や
戦
後

世
代
の
増
加
す
る
中
、戦
争
の
歴
史
的
教
訓
を

風
化
さ
せ
ず
、戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
繋
げ

る
努
力
を
今
後
と
も
継
続
し
て
い
く
。

国
保
累
積
赤
字
解
消
を
聞
く
。

　
福
祉
部
長
　
　
累
積
赤
字
額
は
令
和
3
年

度
決
算
で
4
億
8
，
1
2
7
万
7
千
円
、令
和

8
年
度
に
解
消
の
予
定
。な
お
、
令
和
6
年
度

に
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定
の
予
定
。

■
町
道
棚
原
1
号
線
に
つ
い
て

町
道
棚
原
1
号
線
の
進
捗
と
今
後
の

工
程
に
つ
い
て
伺
う
。

　
建
設
部
長
　
　
令
和
4
年
度
に
は
調
査
測

量
設
計
業
務
を
発
注
し
、コ
ー
ホ
ー
ト
検
討
、

及
び
詳
細
設
計
を
行
い
、
令
和
5
年
2
月
に

業
務
を
完
了
し
て
い
る
。令
和
5
年
度
は
地

権
者
や
地
元
へ
の
事
業
説
明
会
を
予
定
し
て

お
り
、そ
の
後
、用
地
取
得
に
向
け
必
要
な
委

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
虚
弱
高

齢
者
の
早
期
発
見
や
介
入
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
福
祉
課
長
　
　
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
町
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
取

組
み
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、担
当
課
と
し

て
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
出
向
い
て
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
う

と
い
う
視
点
も
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

■
高
齢
社
会
、起
こ
り
う
る
問
題
の
為

に
権
利
擁
護
の
推
進
を

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
権
利
擁
護

の
た
め
に
必
要
な
成
年
後
見
制
度
。そ

の
利
用
促
進
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、基
本
計
画
の
策
定
が
必
要
で
は
。

　
福
祉
課
長
　
　
先
進
自
治
体
も
参
考
に
し

な
が
ら
組
織
体
制
の
整
備
、
関
係
機
関
と
も

共
通
認
識
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
今
後
、検
討
し
た
い
。

■
西
地
区
、渋
滞
対
策
や
生
活
道
路
の

検
討
を

県
道
や
西
地
区
の
工
事
の
進
捗
と
共

に
渋
滞
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
る
。以
前
は
棚
原
区
か
ら
坂
田
交
差
点

■
給
食
の
黙
食
を
廃
し
、子
ど
も
た
ち

の
楽
し
く
お
い
し
い
給
食
の
復
活

を
！

■
保
護
者・地
域
の
理
解
協
力
で
子
ど

も
に
利
す
る
本
気
の
働
き
方
改
革

を
！ 大

人
が
会
食
を
楽
し
む
中
、子
ど
も
だ

け
に
過
度
な
制
限
を
課
し
て
な
い
か
。

　
教
育
総
務
課
主
幹
　
　
文
科
省
も
4
月
か

ら
マ
ス
ク
着
用
は
求
め
て
お
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
外
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
り
た
い
。

保
護
者
や
地
域
へ
の
周
知
不
足
が
あ

り
、12
月
議
会
に
丁
寧
な
説
明
を
要
望
。

県
外
の
校
長
に
よ
る
保
護
者
へ
の
手
紙
も
紹

介
。新
聞
に
う
る
ま
市
の
取
組
み
が
掲
載
さ

れ
た
。ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
し
て
ほ
し

い
。新
年
度
の
取
組
み
は 

。

　
教
育
総
務
課
主
幹
　
　
再
度
、
周
知
を
図

り
保
護
者
、地
域
へ
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
他
市

町
村
の
周
知
方
法
を
参
考
に
対
応
し
た
い
。

児
科
医
の
78
％
が
見
直
す
べ
き
、
先
行
自
治

体
で
も
感
染
者
は
増
え
て
い
な
い
。コ
ロ
ナ

以
前
に
戻
す
努
力
を
す
べ
き
。

　
教
育
総
務
課
主
幹
　
　
子
供
た
ち
が
楽
し

ん
で
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
対
応

し
た
い
。

11
月
に
黙
食

緩
和
を
申
し

入
れ
た
。そ
の
後
、
原

則
緩
和
し
た
と
い
う

が
、子
供
に
聞
く
と
依

然
、
黙
食
と
い
う
。小

託
調
査
等
を
行
っ
た
後
、
地
権
者
と
の
用
地

交
渉
を
進
め
る
。ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ば
工
事

発
注
を
行
い
、
令
和
6
年
度
の
完
成
予
定
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

38
号
線
現
道
に
抜
け
る
地
区
内
の
計
画
道
路

の
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、3
月

15
日
に
暫
定
供
用
開
始
を
行
っ
て
い
る
。

東崎から国道３２９号線へ抜ける町道
我謝～兼久線 町道棚原1号線
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一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

へ



4
つ
の
基
本
理
念

で
行
う
な
ど
と
、
明
ら
か
に
矛
盾
し
た
答
弁
。

米
国
が
戦
争
を
始
め
れ
ば
、自
衛
隊
が
米
軍
と

と
も
に
相
手
国
を
攻
撃
す
る
危
険
を
著
し
く

高
め
沖
縄
が
、報
復
攻
撃
さ
れ
戦
場
と
な
る
可

能
性
が
大
き
く
な
る
。町
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
り
、
二
度
と
沖
縄
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
た
め

の
町
長
の
決
意
を
伺
う
。

　
町
長
　
　
武
力
で
の
解
決
は
住
民
犠
牲
を

伴
い
、
悲
惨
な
結
果
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

い けい ひろ こ

伊計 裕子 議員

まえ さと こう しん

前里 光信 議員

○
東
部
消
防
西
原
分
署
の
造
り
替
え
に
つ
い
て

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
活
用
停
止
に
つ
い
て

○
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て（
町
単
独
事
業
）

○
町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

○
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大
学
前
の
町
道

○
町
内
の
生
徒
の
学
力
向
上
（
特
別
支
援
学
級
も

含
む
）に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

○
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て

○
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

○「
上
原
地
区
キ
ャ
ン
バ
ス
跡
地
利
用
推
進
協
議

会
」の
次
年
度
の
予
定
は

○
学
校
現
場
の
教
員
不
足
、
業
務
過
多
等
の
問
題

解
決
に
、
教
育
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
ど
う
対
応

し
、今
後
ど
う
対
応
を
講
じ
る
の
か

そ
の
他
の
質
問

■
い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
に
つ
い
て

い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
は
私
が
財

務
厚
生
常
任
委
員
長
の
頃
、読
谷
村
の

渡
慶
次
自
治
会
に
議
員
7
名
で
行
き
、
講
習

を
受
け
、西
原
町
に
導
入
し
た
事
業
。今
で
は

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
活
用
さ
れ
て

い
て
う
れ
し
く
思
う
。現
状
に
つ
い
て
聞
く
。

　
福
祉
部
長
　
　
令
和
3
年
度
実
績
は
実
施

地
区
32
か
所
、実
施
回
数
7
4
4
回
、延
べ
利

用
者
数
は
9
，7
8
4
人
の
参
加
が
あ
り
、感

染
症
へ
対
応
を
行
い
つ
つ
地
域
自
治
会
と
創

意
工
夫
し
な
が
ら
、事
業
を
進
め
て
お
り
、令

和
4
年
度
は
31
か
所
で
実
施
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の
軍

事
費
の
伸
び
率
が
日
本
は
26
％
で
一

番
大
き
い
。軍
事
に
で
は
な
く
国
民
の
暮
ら
し

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、町
長
の

意
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
　
国
家
間
の
問
題
に
つ
い
て
一
首

教
職
員
の
1
ヵ
月
以
上
の
病
休
者
数

を
伺
う
。

　
教
育
部
長
　
　
令
和
2
年
度
12
名
う
ち
心

因
的
要
因
は
1
名
。令
和
3
年
度
14
名
う
ち

復
職
の
際
の
対
応
・
対
策
を
伺
う
。

　
教
育
総
務
主
幹
　
　
復
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
、管
理
職
と
当
該
教
諭
と
の
連
携
の
下
、

復
帰
約
1
か
月
前
か
ら
行
い
、
復
職
後
も
業

務
軽
減
な
ど
図
っ
て
い
る
。

中
央
公
民
館
再
整
備
事
業
の
次
年
度

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
総
務
部
長
　
　
基
本
計
画
策
定
業
務
を
次

年
度
に
繰
り
越
し
、9
月
頃
予
定
。併
せ
て
各

種
調
査
業
務
を
実
施
し
、
令
和
5
年
度
下
半

期
に
P
F
I
法
に
基
づ
き
、
事
業
者
公
募
の

条
件
整
理
検
討
作
業
に
着
手
す
る
。

■
町
内
の
P
F
O
S
・
P
F
A
S
に
つ

い
てP

F
O
S
・
P
F
A
S
と
言
う
の
は

似
た
よ
う
な
物
質
で
、た
し
か
小
那
覇

あ
た
り
工
業
専
用
地
域
で
調
査
し
、
よ
く
な

い
数
値
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
県
は
調
査
を
し
た
の
か
、
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
総
務
部
長
　
　
3
月
16
日
に
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
環
境
省
が
定
め
る
暫
定
指
針
値

を
超
過
し
た
3
か
所
の
継
続
監
視
調
査
の
結

果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。数
値
は
1
リ
ッ
ト

■
教
育
行
政
に
つ
い
て

町
立
南
小
学
校
は
正
規
の
校
区
内
の

生
徒
が
少
な
く
、校
区
外
を
受
け
入
れ

て
い
る
。今
後
は
ど
う
な
る
か
。

　
教
育
長
　
　
令
和
4
年
5
月
1
日
の
在
籍

数
は
3
6
5
名
で
う
ち
1
1
7
名
が
校
区
外

で
、全
体
の
3
2
・
1
％
を
占
め
て
い
る
。今

後
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
を
行
い
な
が
ら
校

区
の
再
編
は
校
区
の
距
離
、
地
域
の
意
見
も

含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

き な まさ もり

喜納 昌盛 議員

■
町
長
の
令
和
5
年
度
施
政
方
針

4
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
く
具
体
的

な
施
策
は
。

　
町
長
　
　「
行
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た

め
に
」は
、西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早

期
完
了
、
中
央
公
民
館
再
整
備
事
業
等
の
民

間
活
力
の
導
入
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
促

進
で
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。「
子
供
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
」は
、坂
田
こ
ど
も
園
の

開
園
、
残
る
公
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

移
行
を
推
進
。に
し
は
ら
わ
ら
び
プ
ラ
ン
第

3
期
計
画
に
向
け
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
、
1

歳
児
の
お
た
ふ
く
風
邪
予
防
接
種
費
用
の
助

成
に
取
組
む
。「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
」は
、西
原
東
中
学
校
空
調
等
設
置
事
業
の

Z
E
B
実
証
事
業
、学
校
施
設
の
長
寿
命
化
、

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部

助
成
。「
平
和
の
実
現
の
た
め
に
」は
、こ
れ
ま

で
の
平
和
関
連
事
業
継
続
実
施
、
月
桃
歌
碑

等
を
活
用
し
て
い
く
。

「
西
原
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
総
合
戦
略
（
仮
称
）」
の
中
身
は
。

ど
の
よ
う
な
事
業
を
予
定
か
。

　
総
務
部
長
　
　
国
の
策
定
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
の
町
総
合
戦
略
に
代
わ
り
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
盛
り
込
み
、「
西
原
町
に
仕
事

を
つ
く
る
」、「
結
婚
、出
産
、子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
」、「
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る
」

に
、「
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」の
4
つ
の
基
本
目

標
を
定
め
施
策
に
取
組
む
。国
の
交
付
金
は

1
，
2
0
0
億
円
の
概
算
要
求
が
さ
れ
、
本
町

は
下
水
道
事
業
へ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

■
戦
争
す
る
国
づ
く
り
政
権
に
対
し

て
！

■
教
職
員
の
働
き
方
へ
の
対
応

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
対
策
の

見
直
し
は
。

■
町
政
に
つ
い
て

岸
田
政
権
は
勝
手
に
、
安
保
3
文
書
を

閣
議
決
定
し
、
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻

撃
能
力
）の
保
有
、
南
西
地
域
の
防
衛
体
制
の

抜
本
強
化
な
ど
に
5
年
間
で
43
兆
円
も
の
予

算
を
確
保
す
る
な
ど
と
大
軍
拡
を
主
張
し
て

い
る
。首
相
は
国
会
で
、
安
全
保
障
政
策
の
大

転
換
だ
と
し
な
が
ら
憲
法
、国
際
法
の
範
囲
内

ル
当
た
り
、
西
原
町
2
地
点
に
於
い
て
1
，

1
0
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
か
ら
9
9
0
ナ
ノ
グ
ラ

ム
、
1
5
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
か
ら
63
ナ
ノ
グ
ラ

ム
と
前
回
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

と
考
え
て
い
る
た
め
、
日
本
政
府
に
は
強
い

外
交
努
力
に
よ
り
、
問
題
を
解
決
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

長
と
し
て
は
差
し
控
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

国
は
国
、県
は
県
、市
町
村
は
市
町
村
、私
は
、

西
原
町
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
い
き
た
い
。

心
因
的
要
因
は
2
名
。令
和
4
年
度
10
名
う

ち
心
因
的
要
因
は
8
名
。

　
総
務
部
長
　
　
昨
年
12
月
に
令
和
5
年
度

か
ら
令
和
8
年
度
の
4
年
間
の
中
期
財
政
計

画
を
策
定
し
公
表
。そ
の
計
画
で
は
毎
年
度

8
億
か
ら
9
億
円
程
度
の
収
支
不
足
が
発
生

す
る
見
込
み
。

介護予防拠点施設いいあんべー家（やー）

45

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


